
１，２年生の「アクアス」遠足の様子から 

３，４年生の三瓶サヒメル遠足の様子から 

５年生の宿泊研修の様子から 
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 １０月に入り，９月の残暑がうそのように朝晩めっきり涼しくなりました。学校もコロナ感染症対策を講

じながら，２学期行事も順調に行っています。先日は１～４年生も，遠足に出かけ，楽しい充実した一日を

過ごすことができました。 

 

 

 

 

１，２年生は「アクアス」に行きました。 

１・２年生混ざってのグループを作り、各班ご 

とに館内を見学したり，昼食を食べたりして楽 

しく過ごすことができました。 

 ３，４年生は三瓶に行き，「サヒメル」周辺で 

自然観察を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５年生は，９月２４，２ 

５日に江津少年自然の家で 

の宿泊研修に行ってきまし 

た。天候も心配されました 

が予定通りの研修内容こなし、元気に活動することができました。 

  

 各学年ともに，校外での体験的活動を実施することができました。コロナ禍で色々な活動が制限される中，

子どもたちも楽しみにしていた活動が実施できほっとしています。校外での活動でしたが，低中学年の遠足

では，学年の枠をといて，グループ活動したり，上学年が下学年をリードして活動したりすることで，下学

年をリードする上学年の頼もしい姿も見られました。また，宿泊研修でも，仲間と協力して活動したり，課

題に粘り強く取り組んだり姿や，学校生活では見られない子どもたちの色々な姿が多く見られました。子ど

もたちにとっても，普段の学習とは違って，体験的な活動を通しての学びはとても大切な教育活動と考えて

います。子どもたちが見せる色々な姿から，子どもたちを多面的に理解し，今後の指導・支援にもつなげて

いきたいと思います。 

 

学校便り 

 

室神山 

遠足の実施 

 

宿泊研修の実施 

 



学習発表会のご案内とお願い 

１１月１４日（土）には，学習発表会を計画しています。各学年共に，日頃の学習の成果や，その取り

組みの様子を分かりやすく発表する準備を進めていきます。大勢の人の前で発表したり，演技したりする

ことは，子どもたちにとって緊張する体験だとは思いますが，こうした経験や，活動を学級の友だち皆と

協力してやり遂げることを通して，何事にも意欲的に，自信もって取り組んでいって欲しいと思います。

今年は，コロナ感染拡大防止対策として，ご家族の方のみのご案内とさせて頂きます。また，１～３年生

までの公開と４～６年までの公開の二つに分けて見て頂くようにします。（見て頂く方を入れ替える）ご理

解ご協力頂きますようご案内に合わせお願い申しあげます。 

「読書の秋」とも言われるように，本格的な秋の深まりとともに，読書をするにはとてもよいシーズンと

なりました。学校でも，１０月の生活目標を「本をたくさん読もう」にしています。児童会の「文化委員会」

でも「読書郵便」という取り組みで，児童が互いにおすすめの本を紹介する活動などを通して，読書を呼び

かけています。また，学校司書の牛尾さんからも「図書館だより」でおすすめの本も紹介して頂いています。

学校で読書を推奨していますが，ご家庭でも声がけの方よろしくお願いします。 

読書の効果はいろいろあると言われていますが，４つほど紹介しておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 読書の効果１ 語彙・言語能力の発達 

   読書の効果として語彙力や言語能力の発達が期待できます。たくさんの言語に出会うことによ

り，幅広く言語を獲得することができます。「読み聞かせ」などによって，繰り返し絵本のお

話しを聞くことも有効だと言われています。読んだり，聞きたりすることで新しい言葉をどん

どん子どもたちは覚えていきます。 

○ 読書の効果２ 集中力がつく 

本が好きな子は集中力があると言われています。集中しなければ書かれている内容が頭に入

ってこないため，子どもにとって「１冊の本を読む」ということは，大人が想像するよりも

はるかに大変なことです。初めは，５分や１０分読んでいるだけで疲れてしまうかもしれま

せんが，毎日数分でも「本を読む」という習慣を作れば，集中力は徐々に持続できるように

なります。 

○ 読書の効果３ 想像力・感受性が豊かになる 

読書をする際には，本の中に描かれている内容を頭の中で想像します。たくさんの本に出会

うことができれば，本の数だけさまざまな想像をする機会を得ることが出来ます。現実には

行くことが出来ない場所・体験出来ない状況や環境を頭の中で描くことで，想像力は豊かに

なります。想像力が豊かになることで，今まで思いつかなかったアイディアや方法を見つけ

ることができるかもしれません。さまざまな想像をすることで心が育ち，感受性も豊かにな

ります。 

○ 読書の効果４ 人の気持ちがわかるようになる 

読書を通してさまざまな登場人物の心理を知ることができます。さまざまな人の気持ち・考

え方を知ることで，共感する能力を育むことができます。物語を読み進める際には，登場人

物の心理を行動から想像する機会もあります。現実社会でも他人の気持ちを想像することは

コミニュケーションをとるうえでもとても大切なことです。読書を通して，相手の気持ちを

考える力が身につけば，人間関係に悩んだ際には自分だけではなく，相手の立場，物事を考

えられるのではないでしょうか。 

 

読書の秋に向けて 

 

 


